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千葉県銚子市において「2026 年全日本 ILCA マスターズ選手権大会」を開催できますこ

とを、大変嬉しく思います。 

 

全国各地からご参加いただきました選手の皆様を心より歓迎申し上げます。また、本大会

の開催にあたり、多大なるご支援、ご協力をいただきました銚子市をはじめ、関係団体の皆

様、運営スタッフ、レースオフィシャル、ボランティアの皆様に、日本レーザークラス協会

を代表して心より感謝申し上げます。 

 

ILCA クラスは、世界中で最も多くのセーラーに愛され続けているワンデザインクラスで

す。そしてマスターズ選手権は、年齢を重ねてもなおセーリングへの情熱を持ち続ける仲間

が全国から集い、競い合い、語り合い、友情を深める特別な大会です。 

 

勝敗はもちろん大切ですが、この大会の価値はそれだけではありません。同じ艇を愛し、

同じ海に集う仲間との再会、新たな出会い、そして互いの健闘を称え合うことこそ、マスタ

ーズならではの魅力だと思います。 

 

銚子の海は、太平洋に面した雄大な自然の中で、風や潮流の変化に富み、セーラーとして

の経験と技術が試される素晴らしいフィールドです。自然を相手にするセーリングでは、思

いどおりにならないこともあります。しかし、その一つひとつが私たちに新たな学びと感動

を与えてくれます。 

 

どうか大会期間中は、安全を最優先に、フェアプレーの精神を大切にしながら、それぞれ

がベストを尽くしてください。そして、この銚子の海でのレースが、皆様にとって思い出深

いものとなることを心より願っております。 

 

結びに、本大会の成功と、選手の皆様のご健闘、ご来場いただいたすべての皆様のご健康

を祈念いたしまして、開会の挨拶とさせていただきます。 


